
7/28㈭・2
9㈮・30㈯

・31㈰

午前の部 10
:00 ～ 12:0

0

午後の部 13
:00 ～ 15:0

0

7/29㈮・30㈯・31㈰
10:00 ～ 12:00

7/28㈭・29㈮・30㈯・31㈰10:00 ～ 15:00

7/28㈭・29㈮・31㈰午前の部 10:00 ～ 12:00午後の部 13:00 ～ 15:00お一人 40分くらい

8/4 ㈭
10:00 ～ 12:00

対象：小学生
以上

料金：300円

募集：各回 1
5名

持ち帰りは後
日

対象：小学 3年生以上料金：300円
持ち帰りは後日

対象：小学生以上料金：800円募集：各日 10名持ち帰りは後日対象：小学生以上
料金：200円

8/7 ㈰

9:00 ～ 1
2:00

対象：小学
生以上の親

子

料金：150
0円

対象：小学生以上

料金：500円～

　　　（染める布に
より）

縄文時代の道具（石皿とすり
石）でどんぐりを粉にしてクッ
キーをつくろう。

昔、美浦村において実際に使われていた“はたおり機”を使います。

美浦で作っ
ている安心

安全な

常陸秋そば
。

自分で打っ
て食べてみ

よう！

藍の葉を摘んでス
トールやバ

ンダナを染めてみ
よう！

8/17㈬
10:00 ～ 12:00

対象：小学生以上
料金：200円
募集：15名

アクリル絵の具でひょうたんに絵を描いて自分だけのマラカスをつくってみよう。
対象：小学生以上
料金：無料
募集：20名

8/16㈫
9:30 ～ 12:00

貝塚を見学しながら、貝や骨や土器を見つけてみよう！ 

対象：小学生以上料金：300円
募集：15名

7/31 ㈰
10:00 ～ 12:00オリジナル切手を貼るよ

申し込み・問い合わせ先
美浦村文化財センターへお電話ください。
☎029-886-0291（月曜及び月曜が祝日の場合その翌日が休館）
○先着順に受け付けます。【7月 12日から】
○小学 3年生以下は大人同伴でお願いします。
○体験は文化財センター内にて行います。【陸平探検のみ外】

OKADAIRA 2011年７月１日発行
編集・発行/茨城県稲敷郡美浦村土浦2359
美浦村文化財センター （陸平研究所）
 029-886-0291  FAX 029-886-0471

Ｅメール:bunkazai@vill.miho.lg.jp
第Ⅱ期67号



講師の門脇さん指導のもと、美浦土を使用しての陶
芸体験。お皿や花瓶など素敵な作品ができあがり、
参加者のみなさんは、とても楽しんでいました。

　６月２４日、安中小学校６年生が『ミニ土器づく
り』『どんぐりクッキーづくり』を体験しました。短
い時間の中でしたが、土器の模様を入れる姿はと
ても真剣で素敵な土器が完成。クッキーづくりで
は、「縄文人は石皿でどんぐりを粉にしたりして大
変だったんだな。」「どんぐりクッキーは思ってい
たよりおいしい！」との感想が聞かれました。

毘沙門天

薬師如来像



　　　　　講　師　　 戸張　礼記　氏　（元第14期甲種飛行予科練習生）
　　　　　日　時　　 7月24日（日）午後1時 30分から
　　　　　会　場　　 美浦村文化財センター　　※入場無料・申込不要
　美浦村には戦争に関わる施設として鹿島海軍航空隊跡があり、予科練とも関係があります。地域に残る戦
争体験を元予科練生から直接聞き、戦争を通して命の尊さや平和について考えてみませんか。子どもから大
人までぜひご参加ください。当日は鹿島海軍航空隊跡の写真パネルなども展示します。

予科練は、「海軍飛行予科練習生」及びその制度の略称。14才半から17才までの若い少年たちが搭乗員として基礎訓
練を受けました。

「
発
掘
成
果
か
ら
み
た
信
太
の
古
代
」

                            

盛
況
の
う
ち
に
開
催
！

記
念
講
演
会

講演会のお知らせ
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美
浦
村
の
地
名
３

　
　
　
信
太
地
区
　（
そ
の
一
）

　
信
太
地
区
に
は
他
の
地
区
に
比
べ
て
多
く
の
小

字
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
小
字
が
あ
る
か
み

て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
漢
字
は
当
て
字
の
場
合
も

あ
り
ま
す
。）

　
大
谷
地
区
の
谷
津
入
り
付
近
か
ら
ト
レ
セ
ン
方

向
に
む
か
っ
て
進
ん
で
き
ま
し
ょ
う
。

　
信
太
地
区
の
台
地
の
手
前
の
低
い
場
所
は
現
在

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
田
ん
ぼ
で
す
。（
①
）
こ
こ
で

は
池
ノ
下
、
松
崎
、
谷
原
、
亀
井
、
佃
、
大
田
、
仲
町
、

四
斗
蒔
、
舟
付
、
小
橋
、
袖
振
、
沓
形
、
関
田
、

三
反
田
、
堂
ノ
前
な
ど
の
小
字
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
ト
レ
セ
ン
に
向
か
う
道
路
の
左
側
を
み
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
須
賀
地
区
辺
り
（
②
）
で
は
宮
平
、

宮
平
大
久
保
、
宮
後
、
宮
坂
、
宮
坂
西
ノ
方
、
宮

馬
場
、
宮
馬
場
南
ノ
方
、
宮
ノ
下
、
新
屋
敷
、
榎
内
、

神
田
、
稲
荷
山
、
稲
荷
下
、
庄
司
山
、
地
蔵
の
前
、

口
内
、
松
ノ
下
、
水
神
、
醒
ヶ
井
な
ど
。
須
賀
地

区
に
は
楯
縫
神
社
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
周
辺
に

宮
の
つ
く
名
称
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

　
天
神
台
や
仲
妻
地
区
周
辺
（
③
）
で
は
、天
神
台
、

天
神
久
保
、
天
神
下
、
天
神
東
ノ
方
、
大
六
天
、

辰
己
久
保
、
富
士
塚
、
香
取
、
香
取
窪
、
香
取
後
、

仲
宮
、
仲
宮
久
保
、
向
仲
宮
、
平
、
平
台
、
平
後
、

平
下
、
牛
着
、
牛
着
前
、
牛
着
後
、
牛
着
辺
田
、

鎌
房
山
、
兵
崎
な
ど
。

　
さ
ら
に
ト
レ
セ
ン
方
面
に
近
づ
い
て
み
る
と

（
④
）、
猿
楽
、
五
田
内
、
城
之
内
、
木
戸
、
木
戸
後
、

木
戸
山
、
木
戸
妻
、
木
戸
入
、
木
戸
ノ
下
入
、
木

戸
馬
場
、
山
王
、
山
王
東
ノ
方
、
山
王
南
ノ
方
、

山
王
西
方
、
山
王
入
、
駒
場
な
ど
。
城
ノ
内
や
木

戸
が
つ
く
名
称
な
ど
か
ら
城
館
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
山
王
が
つ
く
名
称
か
ら
は
山
王
と
通
称
さ

れ
る
日
吉
神
社
も
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
紹
介
し
て
い
る
信
太

入
子
ノ
台
遺
跡
付
近
で
は
、
入
子
ノ
台
、
近
原
、

狐
塚
、
山
伏
塚
、
三
十
塚
な
ど
の
小
字
が
み
ら
れ

ま
す
。
実
際
に
遺
跡
周
辺
に
古
墳
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
須
賀
地
区
か
ら
仲
妻
地
区
、
ト
レ
セ
ン

方
向
に
か
け
て
は
旧
江
戸
崎
町
と
の
境
に
も
な
っ

て
い
る
谷
が
は
い
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
谷
に
は
、

松
ノ
下
、五
反
歩
、横
田
、前
ノ
内
、兵
崎
、き
か
ず
、

向
田
、
京
伝
池
下
、
京
伝
と
い
っ
た
小
字
が
見
ら

れ
ま
す
。

　多くの方々に俚謡への関心
を深めていただき度く、此の
様な「俚謡詠み処」を文化財
センター内に設置いたしまし
た。どうかご自由に詠んで頂
き、優雅な趣味に依り心の豊
かさを育んで頂ければ幸甚と
存じます。
美浦村正調俚謡　日和吟社

　安中ボランティアの皆さん
に、文化財センター花壇にサ
ルビアの苗を植えていただき
ました。暑い中での作業、お
疲れ様でした。

文化財センターでは昔の地図や古文
書なども収集しています。お気軽に
お問い合わせください。

一　筆　箋……………200円
陸平貝塚豆知識定規…300円
この他、土器のレプリカや陸
平貝塚・美浦に関する書籍も
販売しております。

う　　　た　　　よ ところ

信太入子ノ台遺跡

①

②

③

④

し
　   

だ


